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原理 
1バイアルのMUP選択添加剤には25 mgのムピロシンリチウム

塩が凍結乾燥剤として含まれています。この量は500 mLのTO

S-MUP培地の調製に十分な量です。 

ムピロシンリチウム塩は乳製品由来の一般的な乳酸菌（lact

obacilli、lactococci、streptococci、leuconostocなど）

の発育を選択的に阻害する一方、ビフィズス菌の発育は阻害

しません。 

組成（/バイアル） 
ムピロシンリチウム塩25 mg 

最終濃度（/L） 
ムピロシンリチウム塩50 mg（ISO 29981/IDF 220: 2010に従

う） 

培地の作製 
凍結乾燥剤が入っているバイアルに25 mLの滅菌脱イオン水

を添加し、振り混ぜながら注意深く溶解します。この溶解し

た添加剤を、48 ± 1°Cに冷却しておいた基礎培地に添加し

ます。基礎培地95 mLに添加剤溶液5 mLを添加します。又は

基礎培地190 mLに添加剤溶液10 mLを添加します。添加剤溶

液と基礎培地を、気泡が生じないように慎重に混ぜ合わせま

す。 

保存 
凍結乾燥剤は、提供バイアル中で2～8°Cで保存した場合、

規定の使用期限まで安定しています。 

溶解した添加剤は直ちに基礎培地に添加してください。 

溶解した添加剤は、冷蔵（2～8°C）で2週間、-20°Cで3ヵ

月間安定しています。 
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注文に関する情報 

製品 カタログ番号 包装 

MUP（ムピロシンリチウム

塩）選択添加剤 

1.00045.0010 10バイアル×1 

嫌気ジャー 1.16387.0001 1基 

アネロカルト®A 1.13829.0001 10袋×1 

アネロテスト® 1.15112.0001 50ピース×1 

 

 

 

 


